
番
外 

不
明 

 

小
沢 

準
作 
山
梨
県
出
身
大
１
０
東
高
師
卒 

在
職
大
正
１
４ 

大
東
文
化
大
教
授 

 

「
在
職
図
表
」
を
見
る
と
、
小
沢
準
作 

の
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
正 

１
４
年
の
『
附
属
中
学
校
一
覧
』
を
見
る 

と
、
小
沢
の
名
前
が
で
て
き
ま
す
。
そ
し 

て
、
そ
の
一
年
後
の
『
一
覧
』
に
は
で
て 

き
ま
せ
ん
。
一
年
間
の
専
任
で
あ
っ
た
か 

非
常
勤
で
あ
っ
た
か
不
明
の
教
官
で
す
。 

後
年
の
略
歴
を
見
る
と
、
大
東
文
化
大
学 

の
教
授
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
９ 

パ
ー
マ
ー
を
受
け
継
ぐ 

 

黒
田 

巍 

和
歌
山
県
出
身 

大
１
４
東
高
師

卒 

在
職
大
１
５
～
昭
４ 

東
高
師
教
授 

パ
ー
マ
ー
の
来
日
は
、
日
本
の
英
語
教 

育
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、

附
属
中
学
の
教
官
の
中
で
、
も
っ
と
も
パ

ー
マ
ー
の
教
授
法
に
習
わ
ん
と
し
た
の
は

黒
田
巍
の
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
こ
ろ
の
附
属
中
学
の
各
教
科
の
教

授
内
容
に
つ
い
て
は
、
昭
和
２
年
に
つ
く

ら
れ
た
『
東
京
高
等
師
範
学
校 

附
属
中

学
校 

教
授
細
目
』
と
い
う
、
現
在
と
な

っ
て
は
非
常
に
貴
重
な
書
籍
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
見
る
と
、
英
語
科
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
下
級
に
於

い
て
は
、
先
ず
読
本
を
開
い
て
英
文
を
読
ま
せ
る
前
に
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
口
頭
の
練
習
を
し
て
置
く
。
英

語
を
常
に
耳
に
し
口
に
す
る
こ
と
は
、
読
書
力
・
発
表
力

の
基
礎
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
読
本
を
開
い
て
後
の
仕
事

は
、
口
頭
練
習
に
お
け
る
説
明
の
不
備
を
補
う
の
で
あ
っ

て
、
語
句
の
意
義
及
文
法
上
の
関
係
等
を
明
ら
か
に
す
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
全
文
を
邦
語
に
訳
し
去
る

必
要
は
な
い
。
」
こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
、
全

国
に
も
こ
の
方
法
を
広
め
る
べ
く
、
昭
和

２
年
に
は
、
黒
田
が
全
国
の
先
生
を
参
観

さ
せ
な
が
ら
の
模
範
授
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
黒
田
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。 

「
寺
西
先
生
は
４
年
生
の
英
作
文
を
お
や
り
に
な

り
、・
・
・
わ
た
く
し
の
授
業
は
、
テ
キ
ス
ト
は
佐
藤
保

胤
先
生
編
纂
の
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
も
の
で
、・
・
・

物
語
を
や
さ
し
く
言
い
か
え
し
ま
し
て
、
聞
か
せ
て
、
そ

の
後
質
問
に
英
語
で
答
え
さ
せ
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か

ら
読
み
方
に
入
り
、
つ
づ
い
て
、「
置
き
換
え
」
―
い
ま

の
文
法
練
習
を
や
り
ま
し
た
。
」 

 

こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
マ
ー
の
仕
事
は
、

黒
田
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
後
、
小
野
達

や
中
山
常
雄
な
ど
の
若
い
教
官
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方

昭
和
２
年
に
は
、
東
大
教
授
の
藤
村
作
が

有
名
な
『
英
語
科
処
分
の
急
務
』
を
発
表

し
、「
英
語
存
廃
論
」
が
問
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
高
等
師
範
学
校

と
附
属
中
学
校
の
英
語
科
で
は
、「
我
が
国

中
等
教
育
に
お
け
る
外
国
語
」
を
発
表
し

て
反
論
を
し
ま
し
た
。
黒
田
が
教
官
な
っ

た
こ
ろ
は
、
英
語
の
受
難
の
時
代
が
始
ま

っ
た
と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。
黒
田
巍
著
『
英

語
教
授
論
考
』
金
子
書
房 

昭
和
２
３ 

 

 

３
０ 

不
明 

 

恵
比
木
義
隆
鳥
取
県
出
身
昭
２
東
高
師
卒
在
職

昭
２
～
３ 

恵
比
木
義
隆
に
つ
い
て
は
詳
細
が
不
明 

で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
２
年
に
東
京
高
等

師
範
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
に
附
属
中
の
教

官
に
な
り
、
４
１
回
生
の
担
任
を
１
年
か

２
年
ま
で
し
て
い
た
こ
と
ま
で
は
分
か
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
調
査
が
必
要
な
教
官

で
す
。 

３
１ 

詳
細
不
明 

 

小
野 

達 

静
岡
県
出
身 

昭
３
東
高
師
卒
在

職
３
～
８ 

静
岡
大
教
授 

 

小
野
達
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
３
年
に
東
高
師
を
卒

業
す
る
と
す
ぐ
に
附
属
中
の
教
官
と
な
り
、

恵
比
木
の
後
を
継
い
で
、
４
１
回
生
の
担

任
を
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
た
ぶ
ん

岡
崎
師
範
の
教
官
を
勤
め
、
昭
和
４
２
年

度
の
名
簿
に
よ
れ
ば
、
静
岡
大
教
授
・
付

属
浜
松
中
学
校
校
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。 

３
２ 

佐
渡
遭
難
事
件
の
引
率 

 

中
山 

常
雄
東
京
出
身
昭
４
東
高
師
卒
在
職
４

～
２
３ 

昭
和
６
年
４
月
１
日
、
佐
渡
金
北
山
に

お
い
て
、
附
属
中
学
校
の
山
岳
部
が
突
然

の
雪
混
じ
り
の
風
雨
に
よ
り
、
山
中
で
行

方
不
明
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
生
徒
２
人
、

現
地
の
案
内
人
１
人
が
死
に
至
っ
た
こ
と

は
、
当
時
、
大
き
な
事
件
と
し
て
新
聞
報

道
も
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
パ
ー
テ
ィ

は
、
生
徒
１
８
人
、
現
地
案
内
人
２
人
で
、

付
き
添
い
の
教
官
が
、
理
科
の
山
口
俊
夫
、

英
語
の
山
中
常
雄
で
、
合
計
で
２
２
人
で

し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
事
故
が
お
こ
っ
た
か

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
重
な

っ
た
た
め
の
よ
う
で
す
が
、
登
山
経
験
で

考
え
る
と
、
初
め
て
登
山
を
し
た
の
は
、

生
徒
２
０
名
の
う
ち
、
３
名
だ
け
で
、
特

に
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

引
率
を
し
た
山
口
・
山
中
も
ま
だ
若
く
、

体
力
的
に
は
特
に
問
題
な
い
よ
う
で
し
た
。 

不
幸
な
事
件
と
し
て
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
事
故
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
遭
難
現

地
に
は
左
に
あ
る
よ
う
な
遭
難
碑
が
建
て

ら
れ
、
８
０
年
後
の
今
日
に
お
い
て
も
、

佐
渡
の
人
々
の
手
で
し
っ
か
り
と
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
佐
渡
に
あ
る
「
福
島
・
大
島
君
記
念

碑
」。 

 

こ

の
遭
難
に
か
ん
す
る
新
聞
記
事
は
、
昭
和

６
年
四
月
三
日
の
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
、

ま
た
、
日
本
山
岳
会
機
関
誌
「
山
岳
」
１

９
３
１
年
１
２
月
第
２
６
年
３
号
に
遭
難

概
報
、
そ
し
て
校
内
で
は
、「
福
島
・
大
島

君
追
悼
記
念
誌
」
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
中
山
の
英
語
教
官
と
し
て

の
立
場
は
、
昭
和
に
入
っ
て
嘉
納
の
提
唱

で
つ
く
ら
れ
た
中
等
教
育
研
究
会
発
行
の

『
中
等
教
育
研
究
』
に
い
く
つ
か
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
中
等

学
校
に
於
け
る
英
語
初
歩
教
授
に
就
い

て
」（
第
４
巻
１
号
）
で
、
中
山
は
、
パ
ー

マ
ー
の
ダ
イ
レ
ク
ト
・
メ
ソ
ッ
ド
を
受
け

継
ぎ
、
絵
の
カ
ー
ド
を
用
い
て
授
業
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
彼
の
実
施
し
た
授
業
・
及

び
授
業
案
そ
の
も
の
も
、
第
５
巻
２
号
に

載
せ
ら
れ
、
英
語
科
教
官
だ
け
で
な
く
、

全
附
属
中
教
官
に
よ
り
、
授
業
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
、
附
属
中
で
は
、

授
業
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
『
中

等
教
育
研
究
』
で
わ
か
り
ま
す
。 

附
属
中
学
校 

教
官
伝 

英
語
科
編
１
６ 

第
１
１
６
号 

 

平
成
２
２
年
１
月
２
５
日 

 


